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１.令和 5年度事業実績 

(1) 令和 5年 4月  2日       玉島円通寺良寛椿公開治療（樹木医 CPD対象研修）  

(2) 令和 5年 5月 25日～26日     玉野市立山田小学校クス治療 

(3) 令和 5年 6月 18日 岡山市立福浜小学校クス調査 

(4) 令和 5年 7月 23日       玉野市渋川公園フジ調査 

(5) 令和 5年 7月 29日～8月 6日     岡山市保存樹指定前調査 

(6) 令和 5年 8月 17日 倉敷市花と緑の推進会議講師 

(7) 令和 5年 8月 27日 樹木医講演会講師養成研修（樹木医 CPD対象研修） 

(8) 令和 5年 9月 25日 岡山県立興陽高校造園デザイン科（2年生）特別講義 

(9）令和 5年 11月  5日 おかやま森づくりサポートセンター交流会 

(10)令和 6年 1月 14日       岡山地方検察庁樹木調査 

(11)令和 6年 1月 22日       岡山市春日神社樹木調査 

(12)令和 6年 1月 22日       全国植樹祭苗木納品（里庄町） 

(13)令和 6年 2月 4日       令和 5年度岡山の巨樹老樹名木樹木診断調査 

(14)令和 6年 3月 3日       新見市羅生門サクラ治療研修（樹木医 CPD対象研修） 

 

                

２．令和 6年度事業予定 

(1) 令和 6年 4月 1日～令和 6年 5月 24日 

   第 74回全国植樹祭の苗木に係る管理育成業務 

(2) 令和 6年 5月 7日～令和 6年 10月 31日   

第 74回全国植樹祭に用いる苗木の準備及び式典後の管理育成業務 

(2) 令和 6年 9月 15日 

植栽不適地における記念植樹の方法について（岡山県立大学） (樹木医 CPD対象研修) 

(4) 令和 6年末   

    簡易樹木診断の方法について（閑谷学校） (樹木医 CPD対象研修)      

(5) 令和 7年 1月 24日  

  岡山県立興陽高校造園デザイン科（2年生） 特別講義 （講師：片岡樹木医） 
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３．研修会報告 

(1)樹木医講演会講師養成研修会 

一般市民や高校生を対象にした講演依頼が

増加してきていることを踏まえ、講師養成研修

会を令和 5年 8月 27日、半田山植物園で開き、

樹木医 11人がプレゼン技術を学びました。 

片岡樹木医が、過去の講演会実践例(「NPO法

人岡山県樹木医会の概要」「樹木医の仕事術」)

を、パワーポイント(スライドショー)を使って

報告し、講師に必要なプレゼン技術を説明しま

した。その後、参加者全員で研究協議を行い、

プレゼン資料の作成術や話し方のコツなどの情報を共有しました。 

 

(2)新見市羅生門サクラ治療研修会 

サクラ治療研修会を、令和 6 年 3 月 3 日、新見

市草間の「羅生門さくら公園」で開催し、樹木医と

草間台エコミュージアム推進協議会員計36人が剪

定や施肥などの基本的な技術を学びました。 

この公園は、景勝地羅生門の近くにあり、草間台

エコミュージアム推進協議会員が維持管理に取り

組まれており、桜の名所として知られています。  

研修会では、國忠樹木医と片岡樹木医が、てんぐ

巣病に罹患した枝の剪定方法、コスカシバ幼虫の

駆除の仕方、土壌への施肥などについて解説並び

に技術指導を行いました。会員の一人は、「具体的

な剪定方法などを学ぶことができたので、桜の管理がしやすくなった」と話されていました。 
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４．会員からの投稿 

県立森林公園のガイドと獣害対策について     梶原 利廣（樹木医 24 期生） 

 

ガイドの依頼を受けたのが平成 26 年なので、今年で 10 年を迎えます。当時は元岡山大学学長の千葉先

生やＮＰＯ法人岡山県樹木医会の国忠理事長など、そうそうたるメンバーのなかで肩身の狭い思いをしな

がらのガイドスタートであったと記憶しています。 

当時の森林公園には、カシノナガキクイムシによるナラ枯れの発生もなく、鬱蒼とした林相で、秋には

ミズナラのドングリを踏みしめながら歩いたものでしたが、近年、枯れたナラは被害の拡散防止と危険木

処理のため、伐倒・玉伐されて、随分と明るくなってしまいました。 

更に追い打ちをかけたのは、シカの個体数の増加による食害です。林床にはモミジガサやミョウガ、ホ

クチアザミ、湿地にはミズバショウやチザケザシ、コバギボウシなど季節を楽しめるものがたくさんあり

ましたが、現在はモミジガサにおいてはその痕跡すらなくなってしまい、湿生植物は獣害除けのネットの

中で細々と命を繋いでいるような状態です。 

 

シカによる被害は森林公園のみならず、林業の分野でも深刻な問題となっており、林業家の中には「こ

のままでは」と、自らが罠を設置するなどシカの個体数減少に取り組む動きが出てきています。 

 

厳しい予算事情もあると思いますが、森林公園においても、何らかの獣害防止措置を講じなければはな

らない時期に来ていると思います。一度無くなってしまった個体は、自然に復活することはあり得ません。

観察会が今後も継続していける環境を守り伝えていく対策が、今必要ではないでしょうか。 

 

                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年になって従来被害の無かった

「ナツツバキ」の食害も見られるよ

うになった。 

枯れたナラが伐採され林内は随分と

明るくなった。 

撮影はいずれも 2024.8.11 

鹿によって食害された部分 
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５．令和 5年度の活動実績 

 

(1)玉野市立山田小学校のクス治療  

 

クスノキの樹勢回復治療を令和 5年 5月 25日、5月 26日、玉野市立山田小学校(玉野市山田 422)で

実施しました。  

 

① クスの基本データ 

 樹齢約 120年  樹高 8.0m 幹周 3.3m  枝張り 3.5m 

  ② 樹木診断 

 ・強剪定され、主幹と大枝がわずかに残っている。葉がほとんどないので枯死する可能性が高い。  

 ・土壌表面が踏み固められており、根に酸素や水が供給されにくい。また、土壌中の養分も不足し

ている。 

    ③ 治療概要 

    ・樹木全体にビニルフィルムと麻布を巻き、直射日光を遮光し、幹焼けを防止した。 

    ・大枝の切断面にシリコン樹脂を塗布した(防菌処理を行った)。 

    ・土壌に粉炭と肥料を加えて混ぜる等の土壌改良を行った。 

 

 

 

 

(2)岡山地方検察庁樹木調査  

岡山地方検察庁からの依頼により、樹木診断を令和 6年 1月 15日、岡山市北区

南方の法務総合庁舎で実施しました。樹木診断にあたっては、打撃音樹内腐朽簡

易診断装置「ぽん太」を使用しました。 

診断の結果、歩道沿いに植栽されたセンペルセコイアには草刈り時にできたカ

ッター傷が多く見られました。傷口から腐朽菌が侵入し、樹木の内部腐朽を引き

起こす可能性がありますので、今後も定期的な診断、維持管理が必要との報告を

行いました。 

 

(3)新年会 

 

令和 6年 1月 28日、サンピーチ岡山にて 11  

   時から 14時まで実施。参加者 13名で、梶原樹  

木医による 

沖縄の樹木の種子に関する研修を実施しまし 

た。 

また、今後の予定や情報交換ができ、充実 

した会となりました。  

 
サキシマスオウの種子 
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(4)巨樹老樹名木調査 

(一社)岡山県緑化推進協会の依頼で、県内の巨樹老樹名木の健全度調査を実施しました。令和 2 年 7 月

に発刊された『新岡山の巨樹老樹名木』に掲載されている樹木 94 種、193 本の中から、毎年継続的に健全

度調査を実施するもので、今回は次の 3 本について調査しました。 

・高顕寺のイヌマキ(Podocarpus macrophyllus) 

調査日 2024 年 2 月 4 日    

樹種名 イヌマキ   

所在地 備前市吉永町鏡 1221     

        

概況 【被害程度 軽い】 

・すす病に感染していた。 

・穿孔虫による食害痕が見られた。 

        

   

 

 

 

 

・奈良屋のソテツ(Cycas revoluta)  

    

調査日 2024 年 2 月 4 日    

樹種名 ソテツ   

所在地 瀬戸内市牛窓町牛窓 3056  

     

      

概況 【被害程度 軽い】 

・葉に黄化（クロロシス）が観察された。 

・幹に腐朽が見られた。 

・縁石により根の生育が制限されていた。"       

      

 

・日吉神社 のコブノキ(Quercus myrsinifolia) 

調査日 2024 年 2 月 4 日    

樹種名 シラカシ   

所在地 備前市吉永町加賀美 1209  

     

      

概況 【被害程度 激害】 

・褐色腐朽菌や白色腐朽菌(カワラタケ)が発生

していた。 

・幹に大きな腐朽が見られた。上部の太枝が枯れ

ていた。 

・周辺広葉樹により被圧被害を受けていた。 
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６．トピックス 
 
(1)新入会員自己紹介  32期 永美 暢久 

 

皆さまこんにちは、永美と申します。西粟倉村に移住して８年にな

ります。 

普段は主に人工林の間伐整備や再造林などの設計・現場作業、ナ

ラ枯れへの対応等を行っています。元々樹木や森林について学んで

きましたが、庭木などについても質問を受けるようになり、病虫害

などについても学習を深め、樹木医の取得に至りました。 

いろいろ勉強させていただきたいと思いますので、よろしくお願

いいたします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
(3) PRグッズの作製 
 
  NPO法人岡山県樹木医会のステッカーとクリアファイルを作製しました。 

会員に配布する他、イベント時に配布するなどして当会のＰＲに活用します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ステッカー 

クリアファイル 
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７．会員名簿及び賛助会員名簿 
 

登録番号 登録期 氏  名 役職・委員 

340 5期 國忠 征美 理事長 

2465 25期 大賀 哲哉 副理事長 

1141 14期 魚井 聖一 理事 

1314 15期 時光 邦憲 理事 

817 11期 片岡 栄一 理事 

2666 26期 山崎 真理 監事 

743 10期 古城 富士夫 社員 

1856 20期 猪 雅人* 社員 

2004 21期 小林 智 社員 

2169 22期 中野 聡 社員 

2503 25期 重廣 一成 社員 

2356 24期 梶原 利廣* 社員 

2792 28期 大熊 紗織 社員 

3037 30期 竹入 隆弘* 社員 

3238 32期 永美 暢久 社員 

                               *編集委員 

顧問 
氏  名 

千葉 喬三 

 

賛助会員 

＜個人＞ ＜法人＞ 

武田 浩晃 （株）武田芳翆園 

森田 宜嗣 （株）山都屋 

オルソン 良子 （株）山本造園 

片岡 良一 （株）小山庭苑 

則信 誠司 （有）福起園 

廣畑 智成  

 

 

  事務局 

  〒702-8001 岡山市中区沖元 488 

  事務局長 片岡栄一 

   TEL：090-7545-2614 
ＨＰはこちら 


